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１０月３０日（火）１４：００～１５:００第１回検数労連１８冬季一時金交渉


全国的な人員不足の中で働いている従業員の労苦と、人材の流出を抑えるべく、要求に沿った回答構築を求める！





























　１０月3０日（火）第１回検数労連１８冬季一時金交渉を開催し、両協会に左記の内容の要求書を提出しました。


　組合は要求提書提出にあたり、１０月２３日～２４日に開催された検数労連代表者会議で各地域の代表者から強く主張された意見をもとに、次の通り主張を行いました。





【組合主張】


全国の代表者からは、人員不足の中で働いている組合員に報いる回答の構築や、全国































































































































































































































































































２０１８年冬季一時金要求書（抜粋）





２０１８年冬季一時金および諸労働条件の改善について、下記の通り


要求いたします。





記





1．冬季一時金について


（１）要求方式と要求額について


①  日検協会


（本給＋家族手当）×３．０ヶ月＋一律１０万円＋都市加算とすること。


　②　全日検


　職員Ａ


（本給＋家族手当）×３．０ヶ月＋一律１０万円＋都市加算とすること。


職員Ｂ


（本給＋地域年齢手当）×３．０ヶ月＋一律１０万円＋都市加算とすること。


　③　都市加算の支給区分と金額については、別表の通りとすること。


　④　職員以外の従業員は、職員に準じて支給すること。





（２）支給条件について


　①　長期病欠者に対して、各々の支給基準の７０％を支給すること。


　②　通勤災害による休業者についても労災休業者と同一取り扱いとすること。


　③　一切の協会査定（特別評価）は行わないこと。


　④　転勤者の取り扱いについては、計算期間中のそれぞれの所属地の地域区分に基づく日割り計算、または１２月１日現在所属地の地区区分かのいずれか有利な方を適用すること。





（３）支給日について


　　　２０１８年１２月１０日（月）とすること。





以上
































的な格差回答、特別評価には反対するとの意見が多く出されている。同時に、全従業員がこの困難を一丸となって乗り越えようと頑張っている中で、両協会もその頑張りに応えるべく要求に沿った乗率を重視した回答の構築を求める声も上がっている。また、９月に発生し、阪神地方に被害をもたらした「台風２１号」や、北海道で発生した「胆振東部地震」等を理由とした当該地域への低額回答は断固反対の立場を明確にする。



































































































































































































































































































































【一時金趣旨説明】


　一時金に対する趣旨説明では、要求組織にあたり、これまで同様に検数労働者の賃金は依然として時間外労働に依存した賃金体系となっているのが実態であり、アンケート調査等においても、組合員の大半が現在の厳しい生活状況から脱したいという結果となっている。更には全国的な人員不足の中で休暇を返上してまで作業協力していることを重く受け止めたうえで、先に開催した全国代表者会議では


















































































































































































































































































































































「要求に沿った一時金」に向け、別途の要求内容を全体の総意で決定した。





【一時金への期待】


　一時金は、毎月の家計をやりくりしながら、赤字分は一時金で補うという構図となっている。その意味でも一時金を安定させることは極めて重要な位置付けにあることは、これまでの一時金交渉の中でも主張し続けてきた。


　これまで、両協会の一時金支給は、総じて「収益の調整弁」的な動きの中で年間計画の枠内に収めるなどの考えに徹していると言っても過言ではなく、こうした考え方については「生活基盤」を破壊するものである。


　両協会に対し、私たちが日々取り組んでいる「仕事と収入の確保」運動への適正な還元を求めるとともに、人員不足の中で、職場で奮闘している組合員の努力に応えるべく要求に沿った回答構築を強く求める。
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次回交渉：１１月９日（金）１４:００～第２回冬季一時金交渉


※１８冬季一時金闘争に関するスト権の中央集約は、１１月９日（金）正午までとなっています。各地域闘争委員会は結果を集約し、期日までにメールまたはＦＡＸにて報告すること。











　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


